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上
田
委
員
は
「多
人
数
学
級
支
援
講
師
の
復

活
」
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
新
年
度
に
25
人
の
ス

タ
デ
ィ
メ
イ
ト
を
配
置
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
１
７
３
人
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の

内
31
人
以
上
の
多
人
数
学
級
は
４
ク
ラ
ス
（石

動
小
、
津
沢
小
と
も
各
２
ク
ラ
ス
）あ
り
、
教
員

免
許
を
持
つ
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
を
配
置
し
ま
す
。 

     

【
上
田
委
員
】
２
０
２
１
年
度
ま
で
小
矢
部

市
で
配
置
さ
れ
て
い
た
多
人
数
学
級
支
援
講
師

は
、
30
人
学
級
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
中
で

と
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
担
任
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
タ
デ
ィ
メ

イ
ト
は
教
員
免
許
が
必
要
で
は
な
く
、
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
を
支
援
す
る
立
場
で
す
。 

多
人
数
学
級
支
援
講
師
は
、
校
外
学
習
の
付

き
添
い
が
で
き
る
の
で
、
先
に
入
口
に
行
き
参
加

人
数
な
ど
を
書
類
に
書
い
て
お
け
ば
、
担
任
が
児

童
を
整
列
さ
せ
て
引
率
し
て
き
た
と
き
に
入
口

で
待
た
ず
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
担

任
が
出
張
や
年
休
な
ど
で
不
在
時
に
は
、
担
任
に

代
わ
っ
て
授
業
や
給
食
指
導
、
保
護
者
へ
の
対
応

が
で
き
ま
す
。
音
楽
、
体
育
、
図
工
は
先
回
り
し

て
準
備
す
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
す
。 

今
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
や
休
ん
で

い
る
児
童
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
す
る
場
合
も

あ
り
、
教
員
の
負
担
は
増
え
て
い
ま
す
。
多
人

数
学
級
支
援
講
師
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

  

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】
議
員
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
教
員
負
担
が
増
え
て
き
て
い

る
。
多
人
数
の
学
級
に
お
い
て
は
低
学
年
の
学

級
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
か
な
い
と

い
う
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
、
令
和
４
年
度
か
ら
多
人

数
学
級
支
援
講
師
の
配
置
を
廃
止
し
、
代
わ
り

に
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
で
の
実
施
を
し
て
い
る
。 

今
回
新
年
度
に
お
い
て
、
学
校
と
ス
タ
デ
ィ

メ
イ
ト
と
の
間
で
協
議
を
行
っ
た
上
で
担
任
の

負
担
軽
減
と
な
る
支
援
を
依
頼
し
た
い
。
ま

た
、
そ
の
学
級
内
で
多
人
数
に
よ
る
落
ち
着
き

の
な
さ
を
防
ぐ
こ
と
や
、
発
達
障
害
等
の
児
童

が
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ス
タ
デ
ィ
メ
イ

ト
が
対
応
す
る
。  

 

【
上
田
委
員
】
31
人
以
上
の
ク
ラ
ス
で
担
任

の
授
業
を
補
助
で
き
る
多
人
数
学
級
支
援
講
師

は
、
児
童
の
様
子
を
観
察
し
、
不
安
を
抱
え
て
い

る
児
童
に
声
か
け
を
す
る
な
ど
、
温
か
い
雰
囲
気

の
教
室
を
作
り
上
げ
る
う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

ぜ
ひ
多
人
数
学
級
支
援
講
師
の
配
置
を
復
活

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

３
月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
が
13
日
か
ら
15
日

ま
で
開
か
れ
、
上
田
由
美
子
委
員
は
13
日
に
質
問

に
立
ち
ま
し
た
。
上
田
委
員
は
「
下
水
道
水
洗
化

促
進
助
成
金
」
、
「
多
人
数
学
級
支
援
講
師
の
復

活
」
、
「
保
育
士
配
置
基
準
」
、
「
国
民
健
康
保

険
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
」
、
「
市
営
バ
ス
の
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」
に
つ
い
て
市
民
要
望
を
取
り

上
げ
、
質
問
し
ま
し
た
。
順
次
紹
介
し
ま
す
。 

   

上
田
委
員
は
ま
ず
「
下
水
道
水
洗
化
促
進
助
成

金
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
市
は
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
た
地
域
で
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に

下
水
道
に
接
続
し
た
個
人
に
上
限
５
万
円
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。
供
用
可
能
件
数
と
接
続
状
況
は
下
の

表
の
通
り
で
す
。 

【
上
田
委
員
】
下
水
道
事
業
計
画
区
域
に
あ
る
散

居
村
の
家
庭
で
は
、
井
戸
水
を
使
っ
て
生
活
し
て
い

る
こ
と
と
、
単
独
処
理
ま
た
は
合
併
処
理
の
浄
化
槽
を
設
置
し
水
洗
化
さ
れ
て
お

り
、
下
水
道
に
接
続
す
る
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
下
水
道
に
つ
な
ぐ
場
合
の
費
用
や
そ
の
後
の
下
水
道
使
用
料
の
負
担
が
重
い
こ

と
を
心
配
す
る
方
も
あ
り
ま
す
。 

環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
を
理
解
し
下
水
道
に
つ
な
ぐ
人
を
増
や
す
た
め
に
、
助
成

金
の
上
限
を
も
っ
と
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
産
業
建
設
部
次
長
】
こ
の
助
成
制
度
は
早
期
接
続
促
進
の
動
機
付
け
の
た
め

で
、
よ
り
多
く
の
対
象
者
に
利
用
し
て
、
接
続
率
の
向
上
に
資
し
た
い
。 

 

供用開始年度と接続数 

 

【
上
田
委
員
】
動
機
付
け
に
し
て
は
金
額
が
少
な
い
。
工
事
費
用
を

ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
か
、
と
て
も
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
人

が
い
た
。
例
え
ば
１
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。 

 

【
産
業
建
設
部
次
長
】
県
内
で
、
こ
の
よ
う
な
助
成
制
度
を
持
っ

て
い
る
の
は
本
市
の
他
、
高
岡
市
は
令
和
４
年
度
か
ら
で
、
こ
の
２

市
だ
け
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
現
行
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、
よ

り
多
く
の
方
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

    

【
上
田
委
員
】
今
度
の
県
議
会
定
例
会
で
、
小
矢
部
川
流
域
下
水

道
維
持
管
理
の
市
町
村
負
担
額
が
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
現
行

の
55
円
か
ら
57
円
に
値
上
げ
す
る
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

案
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
小
矢
部
市
で
は
下
水
道
使
用
料
に
ど
ん
な

影
響
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

【
産
業
建
設
部
次
長
】
令
和
５
年
度
（２
０
２
３
年
度
）の
予
算
で

は
、
汚
水
処
理
見
込
み
量
２
１
６
万
５
千
９
６
７
立
方
メ
ー
ト
ル
を
見
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
に
対
し
４
３
３
万
２
千
円
の
負
担
増
と
な
る
。
小
矢
部

市
は
県
の
こ
の
単
価
上
昇
分
を
ふ
ま
え
た
経
営
試
算
を
し
て
お
り
、
令
和

13
年
度
（
２
０
３
１
年
度
）
ま
で
は
本
市
の
下
水
道
使
用
料
を
現
行

の
水
準
で
推
移
す
れ
ば
、
経
営
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
時

点
で
は
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。 

【
上
田
委
員
】
物
価
や
電
気
料
の
値
上
げ
で
苦
し
く
な
っ
て
い
る

市
民
生
活
に
こ
れ
以
上
の
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
、
下
水
道
使
用

料
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 


